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飯舘村水質検査計画 

 

 水質検査は、水質基準に適合し安全であることを保証するために不可欠で

あり、水道水の水質管理において中核をなすものです。 

 水質検査計画とは、水質検査項目等を定めたものです。 
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１ はじめに 

  村では安全・安心な水道水をご利用いただくために、従来から水道法に

基づく定期的な水質検査を行ってまいりました。 

  水道法施行規則の改正（平成 16 年 4 月 1 日）により水道水質検査計画

を策定し、毎年事業年度前に公表することが義務付けされたことに伴い、

村でも毎年水質検査計画を策定し、採水場所、検査項目、検査結果等を公

表いたします。 

  毎年水質検査計画、検査結果の公表を行う中で、水道水をご利用いただ

く皆様にご意見をいただき、水質検査計画の見直しを行って参りたいと考

えておりますので皆様のご協力を宜しくお願いします。 

 

２ 基本方針 

 ⑴ 検査地点 

   水道法施行規則第 15 条第２項に基づき検査が義務付けられている各

系統の給水栓（蛇口）での検査のほか、村独自の検査として各浄水場の

取水堰（原水）の検査を行います。 

 

 ⑵ 検査項目 

   水道法で検査が義務付けられている「水質基準項目」および「飯舘村

が独自に行う水質検査項目」について検査を行います。 

 

 ⑶ 検査頻度 

   検査項目の過去の検出状況等を考慮し水道法で定められた頻度で行

います。 

 

 ⑷ 放射性物質の検査 

   放射性物質の検査を行い、その検査結果をお知らせいたします。 

 

３ 水道事業の概要 

  飯舘村の給水状況及び各施設の概要は、下記のとおりです。 

  

⑴  飯舘簡易水道施設 

   計画給水人口が４，８００人、計画一日最大給水量が田尻浄水場で３

６０㎥／日、花塚浄水場で３５０㎥／日、滝下浄水場で９１０㎥／日の

合計１，６２０㎥／日となっています。 

 

 ⑵ 大倉飲雑用水給水施設 

   計画給水人口が５１人、計画一日最大給水量が３２㎥／日となってい

ます。 
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 ⑶ 各施設の概要 

施 設 名 
飯舘簡易水道施設 

大倉営農飲雑

用水給水施設 

田尻浄水場 花塚浄水場 滝下浄水場 大倉浄水場 

水源の種類 表流水 表流水 表流水 
表流水 

地下水 

浄水処理方法 緩速ろ過 急速ろ過 急速ろ過 急速ろ過 

浄水場所在地 臼石字田尻 飯樋字西原 飯樋字滝下 大倉字湯舟 

処理能力 

(㎥／日) 
395 385 1,000 86 

配水池容量 

(㎥) 
261 245 620 81 

主な使用薬品 

・ポリ塩化ア

ルミニウム 

・苛性ソーダ 

・次亜塩素酸

ナトリウム 

・ポリ塩化ア

ルミニウム 

・苛性ソーダ 

・次亜塩素酸

ナトリウム 

・ポリ塩化ア

ルミニウム 

・苛性ソーダ 

・次亜塩素酸

ナトリウム 

・ポリ塩化ア

ルミニウム 

・次亜塩素酸

ナトリウム 

 

４ 水道水の水質状況および水道水水質管理上の注意 

  村内に供給されている水道水の水質状況は、水質基準に適合しており安

全で良好です。 

  過去のデータなどから各浄水場で、水道水水質管理上注意しなければな

らない原水の汚染要因および水道水水質管理における留意事項を次に示

します。 

 

〈原水の汚染要因〉 

① 家庭からの生活排水 

② 農耕による濁水 

③ 降雨による濁水 

〈水道水水質管理における留意事項〉 

① 消毒副生成物の適切な低減化対策（排泥作業による水道水滞留解消等） 

② 流域で使用される農薬類への適切な対応 

 ③ クリプトスポリジウム等の病原性原虫対応のための給水濁度管理の

徹底 

④ 降雨時の高濁度、高色度への適切な対応 

⑤ 浄水過程における添加物の適切な管理（アルミニウム） 

 

５ 検査地点 

⑴  給水栓（蛇口）６ヶ所 

①  月１回行う水質検査は、給水区域内６ヶ所を選定し検査します。 
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②  毎日行う検査も同様に、給水区域内６ヶ所を選定し、色・濁り・残

留塩素濃度の検査を行います。 
    飯舘簡易水道施設 

事業区分 採水地点住所 採水地点水栓の種類 

➀ 田尻浄水場系統 

飯舘村臼石字町 地内 給水栓 

飯舘村二枚橋字本町 地内 給水栓 

② 花塚浄水場系統 飯舘村飯樋字下桶地内 地内 給水栓 

③ 滝下浄水場系統 

飯舘村草野字大師堂 地内 給水栓 

笠石ポンプ場 給水栓 

 
    大倉営農飲雑用水給水施設 

事業区分 採水地点住所 採水地点水栓の種類 

① 大倉浄水場系統 飯舘村大倉字大倉 地内 給水栓 

 

⑵  各浄水場取水堰６ヶ所（滝下と花塚は２ヶ所）及び井戸１ヶ所（大倉） 

   原水の水質は水道水の水質に大きな影響を及ぼすことから、飯舘村独

自の水質検査として、各浄水場の取水堰および井戸で原水の水質検査を

行います。 

 

６ 水質検査項目と検査頻度 

⑴  毎日検査項目及び検査頻度 

№ 検査項目 評価 検査頻度 

１ 色 異常がないこと 1日 1 回 

２ 濁り 異常がないこと 1日 1 回 

３ 残留塩素 0.1 ㎎/L 以上 1 日 1 回 

 ⑵ 水質基準項目および検査頻度（Ｐ-２１表参照） 

    水質検査計画のとおり（浄水５１項目） 

 ⑶ 飯舘村が独自に行う水質検査項目および検査頻度（Ｐ-２１表参照） 

    水質検査計画のとおり（原水３８項目＋３項目） 

 ⑷ 飯舘村が独自に行う水質検査項目および検査頻度（Ｐ-２１表参照） 

    水質検査計画のとおり（大倉井戸水） 
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７ 水質検査方法及び委託の区分 

⑴  検査等の方法 

   水道水水質検査および飯舘村が独自に行う水質検査の検査方法は、国

が定めた水道水の検査方法（「水質基準に関する省令の規定に基づき厚

生労働大臣が定める方法」）により行います。 

⑵  委託の区分 

   水道の水質検査および飯舘村が独自に行う水質検査について、水道法

の規定による厚生労働大臣登録検査機関であり、水質検査体制、緊急時

の対応、採取試料の運搬手段等について、総合的に判断・選定した検査

機関に委託して検査を行います。 

   

８ 臨時の水質検査 

  次のような状況になり、水道水が水質基準値を超過する恐れがある場合

は、必要な対策を講ずるとともに、水源、浄水場及び給水栓などから採水

し、臨時の水質検査を行います。 

⑴ 原水の水質が著しく悪化したとき。 

⑵ 原水に異常があったとき。 

⑶ 浄水処理の過程に異常があったとき。 

⑷ 水源および給水区域の周辺において、消化器系感染症が流行したとき。 

 ⑸ 配水管などの大規模な工事や、その他水道施設が著しく汚染された恐

れがあるとき。 

 ⑹ その他、特に必要があると認められるとき。 

  臨時の水質検査は、原水に水質異常が発生したとき直ちに実施し、水質

異常が終息し、給水栓の水の安全性が確認されるまで行います。 

 

９ 水質検査結果の公表及び評価 

  安全でおいしい水を提供するために、村は水質検査計画と検査結果を村

役場窓口に備えています。これらの事項につきましては、村民の皆様から

ご意見をいただいて、水質検査計画を翌事業年度開始前までに見直します。 

  水質検査結果を次年度の水質検査計画に反映させていくため、村民の皆

様からのご意見をいただければ幸いです。 

 

１０ 水質検査の精度と信頼性保証 

  登録検査機関における、内部精度管理及び外部精度管理の実施状況を把

握し、適正な精度管理が行われていることを確認します。 

  登録検査機関における、ＩＳＯや水道ＧＬＰなどの認証の取得および更

新の状況を確認することにより、検査結果に対する信頼性の確保に努めま

す。 

  水質検査の業務管理状況について確認するため、必要に応じて登録検査

機関を訪問し確認します。 
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１１ 放射性物質の検査 

  水道水の放射性物質測定について、滝下浄水場での２４時間測定結果お

よび他浄水場の水道水を滝下浄水場へ週３回運搬・測定した結果を、毎月

飯舘村 HP に掲載します。また、福島県が委託した検査機関において、村

内の全浄水場（水道水）の週１回測定を実施します。 

 

１２ 関係者との連携 

  水源等で水質汚染事故が発生した場合、あるいはその恐れがある場合は、

福島県（相双保健所）等の関係機関と連絡を密にし、迅速かつ適切な対応

を行います。 

  水道水の水質が原因となる事故が発生した場合は、国、県、登録検査機

関等と連携して、速やかに水質検査を行います。 
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１３．過去３年間の水質検査結果 
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過去３年間、基準値の1/5以下であれば年１回に省略可能

検査回数の最少回数は３年に１回だが、最低年１回は行うものとする。

滝下浄水場１ 水道水

2021年度
 最大値

2022年度
 最大値

2023年度
 最大値
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過去３年間、基準値の1/5以下であれば年１回に省略可能

検査回数の最少回数は３年に１回だが、最低年１回は行うものとする。

滝下浄水場２ 水道水

2021年度
 最大値

2022年度
 最大値

2023年度
 最大値
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過去３年間、基準値の1/5以下であれば年１回に省略可能

検査回数の最少回数は３年に１回だが、最低年１回は行うものとする。

花塚浄水場 水道水

2021年度
 最大値

2022年度
 最大値

2023年度
 最大値
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過去３年間、基準値の1/5以下であれば年１回に省略可能

検査回数の最少回数は３年に１回だが、最低年１回は行うものとする。

田尻浄水場１ 水道水

2021年度
 最大値

2022年度
 最大値

2023年度
 最大値
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過去３年間、基準値の1/5以下であれば年１回に省略可能

検査回数の最少回数は３年に１回だが、最低年１回は行うものとする。

田尻浄水場２ 水道水

2021年度
 最大値

2022年度
 最大値

2023年度
 最大値
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過去３年間、基準値の1/5以下であれば年１回に省略可能

検査回数の最少回数は３年に１回だが、最低年１回は行うものとする。

大倉浄水場 水道水

2021年度
 最大値

2022年度
 最大値

2023年度
 最大値
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滝下浄水場１ 原水



P-14

滝下浄水場２ 原水
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花塚浄水場１ 原水
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花塚浄水場２ 原水
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田尻浄水場 原水
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大倉浄水場 原水
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2021年度
 最大値

2022年度
 最大値

2023年度
 最大値

大倉浄水場 井戸



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４．令和６年度水質検査計画 
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飯舘村

水質基準
（㎎/Ｌ）

毎月検査 年4回検査 年1回検査 毎月検査 年4回検査 年1回検査 年1回検査

1 一般細菌 100個/ｍｌ以下 ○ ○ ○

2 大腸菌 検出されないこと ○ ○ 〇

3 カドミウム及びその化合物 0.003以下 ○ ○

4 水銀及びその化合物 0.005以下 ○ ○

5 セレン及びその化合物 0.01以下 ○ ○

6 鉛及びその化合物 0.01以下 ○ ○

7 ヒ素及びその化合物 0.01以下 ○ ○

8 六価クロム化合物 0.05以下 ○ ○

9 亜硝酸態窒素 0.04以下 ○ ○ ○

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01以下 ○ ○

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10以下 ○ ○ 〇

12 フッ素及びその化合物 0.8以下 ○ ○

13 ホウ素及びその化合物 1.0以下 ○ ○

14 四塩化炭素 0.002以下 ○ ○

15 1,4-ジオキシサン 0.05以下 ○ ○

17 ジクロロメタン 0.02以下 ○ ○

18 テトラクロロエチレン 0.01以下 ○ ○

19 トリクロロエチレン 0.01以下 ○ ○

20 ベンゼン 0.01以下 ○ ○

21 塩素酸 0.6以下 ○

22 クロロ酢酸 0.02以下 ○

23 クロロホルム 0.06以下 ○

24 ジクロロ酢酸 0.03以下 ○

25 ジブロモクロロメタン 0.1以下 ○

26 臭素酸 0.01以下 ○

27 総トリハロメタン 0.1以下 ○

28 トリクロロ酢酸 0.03以下 ○

29 ブロモジクロロメタン 0.03以下 ○

30 ブロモホルム 0.09以下 ○

31 ホルムアルデヒト 0.08以下 ○

32 亜鉛及びその他の化合物 1.0以下 ○ ○

33 アルミニウム及びその化合物 0.2以下 〇 ○ ○

34 鉄及びその化合物 0.3以下 ○ ○

35 銅及びその化合物 1.0以下 ○ ○

36 ナトリウム及びその化合物 200以下 ○ ○

37 マンガン及びその化合物 0.05以下 〇 ○ ○

38 塩化物イオン 200以下 ○ ○ 〇

39 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300以下 ○ ○

40 蒸発残留物 500以下 ○ ○

41 陰イオン界面活性剤 0.2以下 ○ ○

42 ジェオスミン 0.00001以下 ○ ○

43 2-メチルイソボルネオール 0.00001以下 ○ ○

44 非イオン界面活性剤 0.02以下 ○ ○

45 フェノール類 0.005以下 ○ ○

46 有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量） 3以下 ○ ○ 〇

47 ｐＨ値 5.8以上8.6以下 ○ ○ 〇

48 味 異常でないこと ○ 〇

49 臭気 異常でないこと ○ ○ 〇

50 色度 5度以下 ○ ○ 〇

51 濁度 2度以下 ○ ○ 〇

原水 クリプトスポリジウム・ジアルジア ○

原水 嫌気性芽胞菌 ○

※1　滝下浄水場系統は年4回検査とする。

※2　大倉浄水場系統は年4回検査とする。

令和６年度　水質検査計画

井戸水検査

○

№ 検査項目
給水検査 原水検査

16
シス-1,2-ジクロロエチレン及びトラ
ンス-1，2-ジクロロエチレン

0.04以下 ○

※1,※2

※1
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過去３年間基準値の1/5以下であれば年１回に省略可能

検査回数の最少回数は３年に１回だが、最低年１回は行うものとする。
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